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最新のシートメタル加工では、OPC UA 標準は不可欠となっています。汎用インターフェース技術により、マシンは接続された IT システムと安全かつ標準化して通信できるようになります。データは、ダウンタイムを回避し、

マシンを有効に活用し、破壊的な要因を特定するために使用されます。しかし、TRUMPF のインターフェースは、多くのユーザーがこれまで使用したことのない便利な機能を提供します。

1. マテリアルフローの改善

TRUMPF の OPC UA インターフェースを使用すると、ハイテク企業の多くのマシンでマテリアルフローを改善することが可能です。2Dレーザ機械、パンチ レーザ複合加工機、およびパイプ切断レーザ加工機で

は、OPC UA を活用することで、どのマシンがどの部品をどの材料で加工しているかを簡単に把握できます。しかし インターフェースはそれ以上のことを行うことができます。インターフェースは、マシンがロードされているか

アンロードされているかに関する情報を IT システムに渡します。貯蔵および排出容器の充填レベルを IT システムに通知します。将来的には、OPC UA によりツールマガジンの占有状況に関する情報を自動的に処理することも

可能になります。このようなマシンデータにより、素材不足やマシンの改造が必要な場合など、加工時のた待機時間およびダウンタイムを回避できます。

2. 計画の立てやすさ

TRUMPF マシンの OPC UA インターフェースにより、生産計画をより適切に行うことができます。これを使用すると、すでに完了しているオーダーのコンポーネント数と、マシンがすべての加工品の加工が完了するタイミ

ングを迅速かつ簡単に判断できます。そのようにして、実際の加工時間が計画された加工時間と一致しているかどうかを確認します。たとえば、遅延した場合、顧客に適切なタイミングで通知し、それに応じてフォローアッププロセスを

調整できます。

3. 表示を自由に選択する

OPC UA インターフェースを介してマシンデータをさらに処理するために、さまざまな表示オプションが利用可能です。スクリーン上の従来のダッシュボードに加えて、製造実行システム (MES) 経由でデータを出力すること

もできます。さらに、これらの情報を利用して、自動通知やメールを生成することも可能です。ちなみに、OPC UAによる通信はオペレーティングシステムに依存せず、Windows、Linux、iOS、Androidなど、

どのシステムでも利用可能です。
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4. データ保護を確実にする

OPC UA インターフェースは、最高レベルのデータ保護を提供します。この規格には、電子証明書やアクセス権など、多くのセキュリティメカニズムが備わっています。ドイツ連邦情報セキュリティ局（BSI）は、すで

に2015年にOPC UA規格を認定しています。生産データをデータ保護規則に準拠して交換する上で、追加のハードウェアは必要ありません。すべての TRUMPF 製マシンには、標準のセキュリティメカニズムが出荷時に

すでに有効になっています。

5. 古いマシンを将来に適応させる

お客様の製造現場には、OPC UAインターフェースのない古い TRUMPF 製マシンもありますか？ご使用の古い TRUMPF 製マシンに「リモートコントロールインターフェース(RCI)」機能が備わっている場合、エ

クステンション キューブをOPC UA後付けソフトウェアと組み合わせてマシンの信号を読み取ることができます。

マシンデータの収集同様、それを処理することも重要です。これは、付加価値を創出するための前提条件です。これには、OPC UAのようなオープンなインターフェース標
準で動作できるITシステムが必要です。TRUMPFは、2017年に設立されたコンソーシアム umati において、ビジネス、政治、研究の他のパートナーと共に、こ
れに取り組んでいます。VDW（ドイツ工作機械工業会）とVDMA（ドイツ機械工業連盟）の指導の下、メンバーは例えば、さまざまな業界や製品向けにOPC UA
の仕様に基づいて開発を行っています。TRUMPF は umati において、工作機械、レーザ技術、3Dプリントの分野からのソリューションを標準化されたインター
フェースを通じてITエコシステムに接続することに力を入れています。

SABR INA  SCHILL ING

TRUMPF  GROUP  COMMUNICATIONS

https://www.trumpf.com/de_INT/produkte/services/services-maschinen-systeme-und-laser/monitoring-analyse/connectivity/
https://www.trumpf.com/de_INT/produkte/services/services-maschinen-systeme-und-laser/monitoring-analyse/connectivity/

